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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公表番号】特表2018-534407(P2018-534407A)
【公表日】平成30年11月22日(2018.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-045
【出願番号】特願2018-526572(P2018-526572)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 214/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  214/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月11日(2019.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）ヒドロフルオロエチレン、ヒドロフルオロプロペン、ヒドロフルオロブテン、ヒ
ドロフルオロペンテン、及びこれらの組合せからなる群から選択される１種類以上のヒド
ロフルオロオレフィンモノマー；及び
　（２）１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマー；
（ここで、モノマー（１）とモノマー（２）とのモル比は約３０：１～約１：３０．１で
ある）
の共重合によって形成されるフルオロコポリマー。
【請求項２】
　１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペン、１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの組合せから選択され
る、請求項１に記載のフルオロコポリマー。
【請求項３】
　１，３，３，３－テトラフルオロプロペンがトランス－１，３，３，３－テトラフルオ
ロプロペンを含む、請求項２に記載のフルオロコポリマー。
【請求項４】
　（１）ヒドロフルオロエチレン、ヒドロフルオロプロペン、ヒドロフルオロブテン、ヒ
ドロフルオロペンテン、及びこれらの組合せからなる群から選択される１種類以上のヒド
ロフルオロオレフィンモノマー；
　（２）１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマー；
　（３）１種類以上のビニルエステルモノマー；及び
　（４）１種類以上のビニルエーテルモノマー（ビニルエーテルモノマーの少なくとも一
部はヒドロキシル基含有ビニルエーテルモノマーである）；
の共重合によって形成されるフルオロコポリマー。
【請求項５】
　１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマーがクロロトリフルオロエチレンモノマー
を含む、請求項４に記載のフルオロコポリマー。
【請求項６】
　１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロ
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プロペン、１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの組合せから選択され
る、請求項５に記載のフルオロコポリマー。
【請求項７】
　１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが１，３，３，３－テトラフルオロプ
ロペンから選択される、請求項５に記載のフルオロコポリマー。
【請求項８】
　１，３，３，３－テトラフルオロプロペンがトランス－１，３，３，３－テトラフルオ
ロプロペンを含む、請求項７に記載のフルオロコポリマー。
【請求項９】
　（ｉ）（１）約４０モル％～約６０モル％の量のトランス－ＨＦＯ－１２３４ｚｅから
実質的に構成される１種類又は複数の第１のモノマー；
　（２）約２０モル％～約３０モル％の量のＣＴＦＥから実質的に構成される１種類又は
複数の第２のモノマー；
　（３）（Ａ）式：ＣＨ２＝ＣＲ１－Ｏ（Ｃ＝Ｏ）ｘＲ２（式中、ｘは１であり、Ｒ１は
水素又はメチル基のいずれかであり、Ｒ２は、少なくとも１つの第３級又は少なくとも１
つの第４級炭素原子を含めて６～８個の炭素原子を有する非置換の分岐鎖アルキル基であ
る）によって表されるビニルエステルモノマー（ビニルエステルモノマーは、約５モル％
～約４５モル％の量で存在する）；及び
　（Ｂ）式：ＣＨ２＝ＣＲ３－Ｏ－Ｒ４（式中、Ｒ３は水素又はメチル基のいずれかであ
り、Ｒ４は、１～３個の炭素原子を有する置換又は非置換の直鎖又は分岐鎖アルキル基か
らなる群から選択される）によって表される１種類又は複数のビニルエーテルモノマー（
ビニルエーテルモノマーは、好ましくは約１０モル％～約４０モル％の量で存在する）；
を含む１種類又は複数の第３のモノマー；及び
　（４）式：ＣＨ２＝ＣＲ３－Ｏ－Ｒ５－ＯＨ（式中、Ｒ３は水素又はメチル基のいずれ
かであり、Ｒ５は、置換又は非置換の直鎖又は分岐鎖Ｃ３～Ｃ５アルキルからなる群から
選択される）によって表されるヒドロキシアルキルビニルエーテルから構成される１種類
又は複数の第４のモノマー（ここで、第３のモノマーの量は、好ましくは約３モル％～約
３０モル％である）；
の共重合によって形成される１種類以上のフルオロコポリマー：並びに
　（ｉｉ）１種類以上のＶＯＣ化合物を含むキャリア；
を含み、
　被覆組成物は約３０重量％以下のキャリアを含むフルオロコポリマー被覆組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　実施例４：被覆組成物及び被覆特性：
　[0084]実施例３において形成したコポリマー溶液中に、希釈剤として酢酸ブチルを加え
て約３０～４０重量％の固形分含量を有する溶液を得ることによって、白色ペーストの形
態の被覆組成物を形成した。次に、この溶液をガラスフラスコ中に充填し、２５０ｒｐｍ
で撹拌した。次に、コポリマー溶液の温度を１８±１℃に維持しながら、真空度が約１０
０Ｐａに達するまでフラスコに真空を引いた。留出した溶液をコールドトラップ中に回収
し、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ及びエチルビニルエーテルなどの未反応のモノマー、又は溶媒
が検出されなくなるまで、ＧＣ－ＭＣによって監視した。真空ポンプ、撹拌及び温度の制
御装置を停止した。次に濾過によってＺｎＯを取り除いた。透明で無色のコポリマー溶液
が得られた。その後、添加するＡｌ２Ｏ３モレキュラーシーブのA202-HF（UOPの製品）（
８．０重量％の全ポリマー重量）、又はモレキュラーシーブのP188（UOPの製品）（２．
０重量％の全ポリマー重量）、或いはＡｌ２Ｏ３粉末（７重量％）を、明澄なコポリマー
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溶液中に加え、溶液を２５０ｒｐｍで撹拌しながら８７±２℃に１４～１８時間加熱した
。次に、撹拌を停止し、ガラスフラスコを室温に冷却し、Ａｌ２Ｏ３モレキュラーシーブ
を濾過によって取り除いて明澄な溶液を得た。次に溶液を５０～８０重量％の固形分含量
に濃縮した。
　本発明は以下の実施態様を含む。
［１］（１）ヒドロフルオロエチレン、ヒドロフルオロプロペン、ヒドロフルオロブテン
、ヒドロフルオロペンテン、及びこれらの組合せからなる群から選択される１種類以上の
ヒドロフルオロオレフィンモノマー；及び
　（２）１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマー；
（ここで、モノマー（１）とモノマー（２）とのモル比は約３０：１～約１：３０．１で
ある）
の共重合によって形成されるフルオロコポリマー。
［２］１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマーがクロロトリフルオロエチレンモノ
マーを含む、［１］に記載のフルオロコポリマー。
［３］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーがヒドロフルオロプロペンから選
択される、［１］に記載のフルオロコポリマー。
［４］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが、２，３，３，３－テトラフル
オロプロペン、１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの組合せから選択
される、［１］に記載のフルオロコポリマー。
［５］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが１，３，３，３－テトラフルオ
ロプロペンから選択される、［１］に記載のフルオロコポリマー。
［６］１，３，３，３－テトラフルオロプロペンがトランス－１，３，３，３－テトラフ
ルオロプロペンを含む、［５］に記載のフルオロコポリマー。
［７］（１）ヒドロフルオロエチレン、ヒドロフルオロプロペン、ヒドロフルオロブテン
、ヒドロフルオロペンテン、及びこれらの組合せからなる群から選択される１種類以上の
ヒドロフルオロオレフィンモノマー；
　（２）１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマー；
　（３）１種類以上のビニルエステルモノマー；及び
　（４）１種類以上のビニルエーテルモノマー（ビニルエーテルモノマーの少なくとも一
部はヒドロキシル基含有ビニルエーテルモノマーである）；
の共重合によって形成されるフルオロコポリマー。
［８］１種類以上のクロロフルオロエチレンモノマーがクロロトリフルオロエチレンモノ
マーを含む、［７］に記載のフルオロコポリマー。
［９］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーがヒドロフルオロプロペンから選
択される、［７］に記載のフルオロコポリマー。
［１０］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが、２，３，３，３－テトラフ
ルオロプロペン、１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの組合せから選
択される、［９］に記載のフルオロコポリマー。
［１１］１種類以上のヒドロフルオロオレフィンモノマーが１，３，３，３－テトラフル
オロプロペンから選択される、［１０］に記載のフルオロコポリマー。
［１２］１，３，３，３－テトラフルオロプロペンがトランス－１，３，３，３－テトラ
フルオロプロペンを含む、［１１］に記載のフルオロコポリマー。
［１３］（１）約４０モル％～約６０モル％のヒドロフルオロプロペンモノマー；
　（２）約４０モル％～約６０モル％のクロロフルオロエチレンモノマー（ここで、モノ
マー（１）とモノマー（２）とのモル比は約３０：１～約１：３０である）；
　（３）約５モル％～４５モル％のビニルエステル、ビニルエーテル、又はこれらの混合
物（ここでビニルエステルは、式：ＣＨ２＝ＣＲ１－Ｏ（Ｃ＝Ｏ）ｘＲ２（式中、ｘは１
であり、Ｒ１は水素又はメチル基であり、Ｒ２は、１～１２個の炭素原子を有する非置換
の直鎖、分岐鎖、又は脂環式アルキル基からなる群から選択される）を有し、ビニルエー
テルは、式：ＣＨ２＝ＣＲ３－ＯＲ４（式中、Ｒ３は水素又はメチル基であり、Ｒ４は、
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１～１２個の炭素原子を有する非置換の直鎖、分岐鎖、又は脂環式アルキル基からなる群
から選択される）を有する）；及び
　（４）約３モル％～約３０モル％の、式：ＣＨ２＝ＣＲ３－Ｏ－Ｒ５－ＯＨ（式中、Ｒ
３は水素又はメチル基であり、Ｒ５は、３～５個の炭素を有する、Ｃ２～Ｃ１２の非置換
の直鎖、分岐鎖、又は脂環式アルキル基からなる群から選択される）を有するヒドロキシ
アルキルビニルエーテル；（ここで、モル％はモノマーの合計を基準とする）
の共重合によって形成されるフルオロコポリマー。
［１４］約４５モル％～約５５モル％のヒドロフルオロプロペンモノマーを含む、［１３
］に記載のフルオロコポリマー。
［１５］約５０モル％のヒドロフルオロプロペンモノマーを含む、［１３］に記載のフル
オロコポリマー。
［１６］ヒドロフルオロプロペンモノマーが、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ、ＨＦＯ－１２３４
ｙｆ、及びこれらの組合せからなる群から選択される、［１３］に記載のフルオロコポリ
マー。
［１７］ヒドロフルオロプロペンモノマーがトランス－ＨＦＯ－１２３４ｚｅである、［
１６］に記載のフルオロコポリマー。
［１８］約４５モル％～約５５モル％のクロロフルオロエチレンモノマーを含む、［１３
］に記載のフルオロコポリマー。
［１９］クロロフルオロエチレンモノマーがＣＴＦＥである、［１３］に記載のフルオロ
コポリマー。
［２０］約１０モル％～約４０モル％のビニルエステル、ビニルエーテル、又はこれらの
混合物を含む、［１３］に記載のフルオロコポリマー。
［２１］約２０モル％～約４０モル％のビニルエステル、ビニルエーテル、又はこれらの
混合物を含む、［１３］に記載のフルオロコポリマー。
［２２］約３モル％～約２０モル％のヒドロキシアルキルビニルエーテルを含む、［１３
］に記載のフルオロコポリマー。
［２３］約３モル％～約１０モル％のヒドロキシアルキルビニルエーテルを含む、［１３
］に記載のフルオロコポリマー。
［２４］（ｉ）（１）約４０モル％～約６０モル％の量のトランス－ＨＦＯ－１２３４ｚ
ｅから実質的に構成される１種類又は複数の第１のモノマー；
　（２）約２０モル％～約３０モル％の量のＣＴＦＥから実質的に構成される１種類又は
複数の第２のモノマー；
　（３）（Ａ）式：ＣＨ２＝ＣＲ１－Ｏ（Ｃ＝Ｏ）ｘＲ２（式中、ｘは１であり、Ｒ１は
水素又はメチル基のいずれかであり、Ｒ２は、少なくとも１つの第３級又は少なくとも１
つの第４級炭素原子を含めて６～８個の炭素原子を有する非置換の分岐鎖アルキル基であ
る）によって表されるビニルエステルモノマー（ビニルエステルモノマーは、約５モル％
～約４５モル％の量で存在する）；及び
　（Ｂ）式：ＣＨ２＝ＣＲ３－Ｏ－Ｒ４（式中、Ｒ３は水素又はメチル基のいずれかであ
り、Ｒ４は、１～３個の炭素原子を有する置換又は非置換の直鎖又は分岐鎖アルキル基か
らなる群から選択される）によって表される１種類又は複数のビニルエーテルモノマー（
ビニルエーテルモノマーは、好ましくは約１０モル％～約４０モル％の量で存在する）；
を含む１種類又は複数の第３のモノマー；及び
　（４）式：ＣＨ２＝ＣＲ３－Ｏ－Ｒ５－ＯＨ（式中、Ｒ３は水素又はメチル基のいずれ
かであり、Ｒ５は、置換又は非置換の直鎖又は分岐鎖Ｃ３～Ｃ５アルキルからなる群から
選択される）によって表されるヒドロキシアルキルビニルエーテルから構成される１種類
又は複数の第４のモノマー（ここで、第３のモノマーの量は、好ましくは約３モル％～約
３０モル％である）；
の共重合によって形成される１種類以上のフルオロコポリマー：並びに
　（ｉｉ）１種類以上のＶＯＣ化合物を含むキャリア；
を含み、
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　被覆組成物は約３０重量％以下のキャリアを含むフルオロコポリマー被覆組成物。
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